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編集方針
ファーストリテイリンググループは、事業が成長するとともに、社会
への貢献につながる新しい服のビジネスモデルを実現し、世界中で
お客様に最も愛されるNo.1ブランドをめざしています。『統合報告
書2025』では、グループの服づくりのコンセプトであるLifeWear（究
極の普段着）を通して、グローバルで、私たちの服が支持される背
景や、今後の成長性をひもとくと同時に、私たちが事業と一体で推
進するサステナビリティ活動の考え方と取り組みを説明しています。
『統合報告書2025』が、株主、投資家、取引先、従業員など、当グルー
プと関わるすべての方との対話を深めるきっかけとなれば幸いです。
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2025年9月に、ベルギーのアント
ワープにオープンした「ユニクロ メ
イヤー店」。16世紀の歴史的建造
物Osterrieth Houseの美しい意
匠を残しながら、地域の新しい旗艦
店として生まれ変わりました。
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「服を変え、常識を変え、世界を変えていく」は、 
ファーストリテイリンググループが掲げる企業理念です。

（書家 杭
くいせこ

迫柏
はくじゅ

樹作）
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TAKING ON
CHALLENGES,
BECOMING NO.1
最も愛されるブランドをめざす

ファーストリテイリンググループは、「服を変え、常識を変え、
世界を変えていく」という企業理念を掲げ、世界中のあらゆる
人々に、良い服を着る喜び、幸せ、満足を提供しています。
　ユニクロ、ジーユー、セオリーなどを世界中で展開し、
2025年8月期の連結売上収益は、3兆4,005億円です。中核
のユニクロ事業は、2,519店舗を展開し、売上収益は2兆
9,363億円です。LifeWear（究極の普段着）のコンセプトの
もと、自社で素材調達から企画、生産管理、販売までを一貫し
て行うことで、高品質・高機能な素材を使った独自の商品を、
あらゆる人が手に取りやすい価格で販売しています。「ファッ
ションと低価格」のジーユー事業は、日本を中心に486店舗
を展開し、売上収益は3,307億円でした。
　ファーストリテイリングは、長期目標として売上収益10兆
円を掲げています。ただし、売上成長が目的ではなく、お客様
の求めるサービスを高い次元で実現し、企業の成長とともに
社会をより良くすることができる会社をめざしています。高い
目標を掲げ、自ら変革し続けることで、より良いLifeWearを
お届けし、世界中で最も愛されるブランドをめざします。

10兆円

 3.4兆円

今後の成長目標

FY2025
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「グローバルワン・全員経営」は、私たちが事業を行う上で、 
大切にしている考え方です。すべての社員が経営者感覚を 

もち、世界で一番良い方法を全員で実行する。そのためには、
社員一人ひとりが、会社の理念に共感し、共通の志と価値観
をもつことが、何より大切です。
　ファーストリテイリングでは、理念や価値観を浸透させる 

ために、FRコンベンション、朝礼、ダイレクトセッションなど
の教育機会を提供し、ほぼすべての社員が参加しています。 
「お客様志向」という共通の価値観をもつ社員が、チームを 

つくり、挑戦、実行を繰り返すことで、高い事業成長を実現 

しています。
　すべての社員が最大限に活躍できるように、健康で安全な
職場環境を整備するとともに、一人ひとりの個性を尊重し、 
挑戦と可能性を広げる機会を平等に提供することを重視して
います。世界27の国と地域で働く約11万人の社員とともに、
世界一をめざす挑戦を続けます。

*エンゲージメントサーベイの回答人数36,827人のうち、肯定的な回答をしている社員の割合

 94.8％*

109,990人
ファーストリテイリングの
価値への共感

世界で活躍する社員

OUR PATH
TO FUTURE
GROWTH
「人」が成長をドライブする

年2回開催している「FRコンベンション」。
全世界のファーストリテイリンググループ
の店長や本部社員約4,500人が臨場で参
加。ファーストリテイリングの企業理念や
ビジョンを、全社員で共有し、企業の成長
につなげています。
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A BUSINESS
THAT BENEFITS
SOCIETY
事業を通じてより良い社会をつくる

良い服をつくり、良い服を売ることで、世界を良い方向へ変え
ていくことができる。私たちは、そう信じています。
　良い服とは、シンプルで、上質、長く使える耐久性や機能性
をもち、あらゆる人の暮らしを豊かにする服。自然との共生を
考え、つくられる過程で革新的な技術を使い、環境にも配慮 

した服。また、健康・安全・人権が守られた環境で、いきいきと
働く多様な人々の手でつくられ、届けられる服です。こうした
考えをカタチにしたのがLifeWearです。小売業でありなが
ら製造業にまで深く踏み込んだ私たちの強みを活かし、持続
可能なサプライチェーンのもとで、お客様の期待を超える
LifeWearを生み出していきます。
　より長くLifeWearをご愛用いただくために、リペア・リサイ
クル・リユースといった循環型商品の開発にも注力しています。
そして、お客様や地域社会とつながり、難民支援、次世代育成、
文化・芸術・スポーツの振興など、社会貢献活動をともに推進
することで、社会の持続的な発展に貢献していきます。

より良い未来へ貢献し続けます 
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世界の人々が服に求める基準が大きく変わり始めています。目先の華やかさや新奇

なデザインを追い求め、過剰生産、大量廃棄が当たり前だった時代は終わりました。

日々の快適な暮らしに不可欠な、本当に欲しいと思う服だけを選んで買う。無駄の 

ない、安全かつフェアな方法で生産、調達された品質の良い服を、長く、大切に着る。

そして、それを可能な限り、リサイクル、リユースしていく。そのような服の着方が 

主流になりつつあります。

　世界的な規模で「新しい服」の時代が来たと、私は考えています。そこで最高の 

ポジションにいるのが、私たちファーストリテイリングです。私たちは「使い捨て」の

服はつくりません。上質な素材で丁寧につくられ、時代を超えて長く着られる服、 

いわばTimelessな服をつくっています。LifeWear（究極の普段着）はその象徴です。

　私たちのこうした姿勢に、今、世界中のお客様から強い支持が集まっています。

2025年8月期の連結業績は、売上収益3兆4,005億円、前期比9.6％増、事業利益

5,511億円、同13.6％増と、4期連続で過去最高を達成しました。LifeWearが、 

「新しい服のスタンダード」として世界中のお客様から支持を集めた結果だと思います。

　AIを核とする情報技術の進化で、世界市場は完全に一つにつながりました。かつ

ては、一国の枠組みで考えていた企業経営は、もはや世界が前提です。そこでは、 

商品の良さだけでなく、本当に信頼できる企業、社会の役に立つ企業であることが 

求められます。これは私たちにとって大きなチャンスです。日本で生まれ、3兆円規模

の企業となった今、そこにとどまることなく、5兆円、10兆円へとさらなる成長をめざ

します。従来のアパレルの常識を覆す、まったく新しい服の産業を創り出し、お客様

の暮らしをもっと楽しく、快適で、便利なものにする。世界で最もお客様に必要と 

される真のグローバル企業をめざし、挑戦を続けます。
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CEOメッセージ

代表取締役会長兼社長

柳井 正

「新しい服」の
時代が来た



ファーストリテイリングは創業以来、「服を通

じて、より良い社会をつくる」ことを使命に事

業を行ってきました。私は、世界中のすべての

人は、入念にデザインされ、上質な素材を使っ

て、丁寧につくられた服を着る権利があると考

えています。私たちは、これを「服の民主主義」

と呼んでいます。ユニクロが世に出る前、高級

素材や高い機能性をもつ、洗練されたデザイ

ンの服は、価格の高い一部の商品に限られて

いました。その「限られた服」を、私たちは普段

着の世界に解き放ちました。洗練されたシンプ

ルなデザイン、高品質で快適な服、丁寧につく

られた服を、誰でも買いやすい価格で提供す

る。服を変えることで、日々の生活を変え、世界

を変えたいと考えています。この考えを現実の

商品にしたものがLifeWearです。

　今、LifeWearへの支持は世界規模で広が

り、ユニクロのブームと言ってもいい状況が 

生まれています。世界的なブランド価値評価

ランキング「Best Global Brands 2025」*で、

ユニクロは初めて47位にランクインしました。

また、米国の「The New York Times」や

「The New Yorker」、英国の「The Times」

など、世界各国の主要なメディアで、ファースト

リテイリングやユニクロが次々と大きく取り 

上げられています。これは世界中のお客様 

からのLifeWearに対する強い支持の証しで

あり、その無限の可能性を示しています。

服の民主主義

ユニクロ メイヤー店（ベルギー）

店舗はLifeWearの価値をお客様に伝える最 

も有効なメディアです。店頭でのお客様とのコ

ミュニケーションは、あらゆる情報の起点であり、

商売の原点です。世界各地にある約3,500店 

舗は、私たちの一番の強みです。一店舗一店舗、

地域のお客様のニーズに基づき、適切な商品

構成、色やサイズを揃え、お客様の期待を超え

る店舗をつくる。楽しい買い物体験を通じて、

すべてのお客様の役に立つ、真に「意味のある

店」にする。これが私たちのめざす商売です。

　2025年9月、ベルギーのアントワープに

オープンした「ユニクロ メイヤー店」はその代

表的な店舗です。16世紀の歴史的建造物の

繊細な意匠を残し、ユニクロのデザインを融

合させた、伝統と現代が調和したエレガント

な新しい旗艦店です。地元のアーティストや

ベーカリーなど、ローカル企業とのコラボレー

ションも展開し、お客様が店舗に入った瞬間、

「ここは自分たちの店だ」と感じられる、生活に

寄りそった店舗としてご好評を得ています。

　地域に密着し、そこにしかない体験をお客様

に提供する「意味のある店」をつくれば、世界 

には無数の出店余地があります。店舗は、メ

ディアとしてブランドの精神を伝えると同時

に、Eコマースと連動し、お客様とのコミュニ

ケーションの場となることで、市場をさらに拡大

する好循環を生み出します。今から世界中に、

こうした旗艦店の出店を加速していきます。

 「意味がある店」を 
つくる

*  世界最大級のブランディング専門会社
インターブランドによる発表
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日本

欧州
韓国

日本

東南アジア・
インド・豪州

グレーター
チャイナ

市場シェア
約5％

市場シェア
約12％

市場シェア
約0.5％

市場シェア
約0.5％

市場シェア
約1.5％

市場シェア
約2％

北米
アパレル
市場規模

ユニクロの売上規模

 グレーターチャイナ
   韓国、東南アジア・インド・豪州
 欧州、北米

海外ユニクロ事業の地域別売上構成比

ユニクロの市場シェアと今後の成長余地

FY2025
1兆9,102億円

6,502億円
（34.0％）

6,194億円
（32.4％）

6,406億円
（33.6％）

FY2020
8,439億円

4,559億円
（54.0％）

2,045億円
（24.2％）

1,834億円
（21.8％）

欧米に加え、アジアは今からが真の成長期です。

従来にも増して積極的に投資を継続します。

　創業の地である日本は、今以上に、圧倒的

No.1にならないといけないと思います。個店

経営、ローコスト経営を一段と進化させ、売上

収益の持続的な拡大、15％以上の高利益率を

達成します。また、ジーユー、セオリーなどグルー

プブランドにも大きな可能性があるため、グルー

プ全体でシェアをさらに拡大していきます。

　中国大陸は、地域に根付いた真の個店経営

への転換期にあります。経営陣が先頭に立ち、

販売員や社員を教育し、すべての店舗、すべて

の社員がお客様に向き合い、本当にお客様に

求められる商品構成、売場づくりを進めてい

ます。日本もかつては、チェーンストア経営の

限界に直面し、個店経営へ転換することで、

再成長を実現しました。日本の経験を活かし、

中国大陸はより速いスピードで変革を進めて

いきます。中国大陸の消費動向に左右される

ことなく、自らの力で地域を盛り上げ、顧客を

創造し、「儲ける店舗」への改革を進めます。

　東南アジア・インド・豪州地区は、さらにポテ

ンシャルがあります。売上収益は2022年8月

期から4期連続で2桁成長しています。常夏地

域のニーズに合った商品構成、マーケティング、

店舗、Eコマースへと根底から商売を変革し 

ます。そのために、経営チームを強化し、早期

に各国で売上収益1,000億円をめざします。

アジアは
ここからが成長期 

中国南西部初の旗艦店として、
2025年5月に「ユニクロ 成都店」
がオープン。開店前は、1,000名を
超えるお客様が列をつくり、大盛
況。パンダや四川料理などを描い
た地元アーティストとのコラボに
よる限定のUTme!も好評。

グレーターチャイナに
加え、欧米や東南アジ
アが大きく伸長、収益
の柱はより多様化

1312

世界No.1ブランドに向けて全社の成長を 

リードしているのは欧州、北米のユニクロ 

事業です。売上収益は、2022年8月期から 

4年連続で年率30～50％の成長を達成、その

間、事業利益は4倍に拡大しました。欧米合計

の売上収益は6,406億円、事業利益は985 

億円と、すでにグレーターチャイナと並ぶ水準

にまで成長しています。両地域でLifeWear

のコンセプトが、本当の意味でお客様に浸透

し始めていると感じています。

　欧米での現在の市場シェアは、まだ0.5％

未満に過ぎず、大きな成長余地があります。

近い将来、両地域で、それぞれ売上1兆円を

達成したいと思います。欧州、北米ともに、ブ

ランドを体現する旗艦店の出店、現地のお客

様の声に基づいた商品開発の強化、サプライ

チェーンの改革、国の垣根を越えた人材育成

を、これまで以上のペースで進めていきます。

　LifeWearには、大きな潜在的ニーズがあ

り、日本の市場シェアは10％を超えています。

欧米でもLifeWearが理解され始めた今が、

成長への絶好のタイミングです。成長のため

の投資を積極的に進めていきます。洋服が

発達した欧米で、一番評価される企業になる

ことができれば、世界中で拡大できると思い

ます。

欧州、北米は
それぞれ1兆円へ
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世界中のすべての社員が「自分たちはどこに

向かうのか」を正しく理解し、グローバルな視

点に立って、お客様の求める最高の商品やサー

ビスをつくり出し、提供する。すべての社員が

経営者であり、一つのチームとなって、全社で

最も良い方法で実行する。それが、私たちが

めざす「グローバルワン・全員経営」です。さら

なる成長には、この実践が必要です。

　大切なのは世界市場の判断基準で考える

ことです。各国の店舗や各部門には、次世代

の経営者候補として、能力・見識ともに優れた

人材が数多くいます。そうした人材が、自ら直

接、現地に行き、現場・現物・現実に基づき、課

題を発見し、チームで問題を解決する。商品

だけでなく、人材もその国に合わせて展開して

いきます。日本発の企業としての原点をしっか

り受け継ぐ人材と、地域の実情を深く理解し

ている現地の人材がチームをつくり、各国が

それぞれに特徴ある経営をしていきます。

　事業成長には、人材が最も重要です。世界

中で良い人を採用し、全員の志と会社の理念

が一致し、社会に役立つ人材に成長する。その

ような会社にすべく、大胆な抜てきを加速し、

今後も人の育成に惜しみなく投資していきます。

グローバルワン・
全員経営

企業とは社会的な存在です。私は、株式を上

場し、世界各地で広く事業を展開する企業に

は、経営の継続性を安定的に確保する責任が

あると考えています。今の経営チームは、20

～30年の経験をもち、会社へのロイヤリティ

が高い人材が集まっています。こうした人た

ちに、経営をバトンタッチして、私が実現した

以上のことをしてほしいと思います。

　経営の継承は着実に進んでいます。株式 

会社ファーストリテイリング取締役兼COO

に就任した塚越大介を中心に、日々の経営判

断は、すでに各事業の責任者が担っており、

強固なチーム経営の体制が整いつつあります。

私は会社の大きな方向性を示すことや、次代

を担う経営者の育成に大半の時間を費やして

います。また、息子の柳井一海と柳井康治に

は、単に「柳井ファミリー」の継承者ではなく、

企業のガバナンスをしっかり担ってもらいます。

会社が真に正しい経営を行い、良い企業とし

て社会に役立つ存在になるために、高い視座

から積極的に発言してほしいと考えています。

公開企業でありつつも、しっかりした創業家

が存在し、ファミリー企業の良さも併せもつ、

バランスの取れた経営を行っていきます。

経営の継承が進む

強固なチーム経営
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「自らの商売を通じて社会を良くしていく」。こ

こに私たちの究極の目的があります。「この商

売はお客様の生活を便利で快適にしている

か？」「自分の仕事は、社会をより良くするため

に貢献しているか？」。これらが最も重要なこ

とです。企業として利益追求は当然のことで

すが、同時に、事業活動を通じて社会のあらゆ

る方面で共存共栄の関係をつくり出し、事業

の拡大と社会に対する貢献が車の両輪にな

る会社にする。この考え方が非常に大切です。

　社会が企業に求める条件は、大きく変化し

ています。個々の商品の機能や品質という前

に、その企業やブランド自体が、社会のプラス

になっているか。正しい商売をする、良いブラ

ンドでなければ、お客様は商品を買ってくだ

さいません。

　私たちは早い時期から、生産プロセスにお

ける工場の環境や働く人たちの人権への配

慮、服のリサイクルやリユースなど循環型 

社会をめざす取り組み、国連難民高等弁務

官事務所（UNHCR）とのパートナーシップ 

による難民支援、平和を願うチャリティTシャ

ツプロジェクト「PEACE FOR ALL」など、 
グローバル企業として、社会をリードする 

活動を行ってきました。

　世界No.1の企業になることの意味とは、

「世界で最も社会の役に立つ企業」とお客様

から認められることです。平和で安定した、持

続的な発展が可能な社会の実現をめざし、今

後も努力を続けます。

世界No.1の企業に 
なることの意味

より良い社会をつくる

Tシャツ販売による寄付金総額
（プロジェクト開始から2025年12月末時点）

2,883,233,700円 

アパレル産業は平和産業です。豊かで安定し

た、平和な世界が実現しない限り、企業の継

続的な成長は不可能です。

　近年、政治や軍事の領域では、世界が分断

に向かう動きが目立ちます。歴史を振り返れば、

貿易の阻害が、戦争につながった例もあります。

大国間の対立が世界経済に影を落としている

今、私たち企業人は、ビジネスを通じて世界を

つなげる役割を今まで以上に担わなくてはな

りません。

　情報技術の進化で、今ではスマートフォン

一つで、世界中の誰もが、あらゆる情報にアク

セスできます。今、世界のどこで、誰がどんな暮

らしをしているのか、瞬時に伝わります。人々

の価値観の違いは、急速に小さくなっており、

ファッションの嗜好も、国や地域ごとの差がな

くなりつつあります。例えば、欧米で売れる商

品は、日本でも売れるし、東南アジアでも売れ

る。その逆もしかりです。あらゆる人の、より豊

かで快適な生活を実現する「究極の普段着」と

してのLifeWearが、世界中でお客様の強い支

持を得ている背景には、こうした時代の変化

があります。

　私たちの目の前には、80億人の巨大な市場

が広がっています。従来のアパレルの概念を

超えた、桁違いの成長を実現する絶好のチャ

ンスです。現状に甘んじることなく、挑戦を続け、

「服を変え、常識を変え、世界を変えていく」を

実践します。これからも、より良い世界のため

に全力を尽くします。

世界をつなげる

服を変え、 
常識を変え、 
世界を変えていく

FAST RETAILING WAY （FRグループ企業理念）

Mission

ファーストリテイリンググループは──
■ 本当に良い服、今までにない新しい価値を持つ 
 服を創造し、世界中のあらゆる人々に、 
 良い服を着る喜び、幸せ、満足を提供します

■ 独自の企業活動を通じて人々の暮らしの充実に貢献し、 
 社会との調和ある発展をめざします

「世界の平和を心から願い、アクションする」という趣旨に 
賛同したコラボレーターにボランティアでご協力をいただき、
その利益の金額を寄付するプロジェクト
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進化し続けるLifeWear

LifeWearは、ファーストリテイリンググループがお客様にお届けする、すべての

服に通じるコンセプトです。生活に欠かすことのできない服には、暮らしをより

豊かにし、社会をより良くしていくチカラがあります。世界中のあらゆる人々の生

活ニーズから考え抜かれ、つくられたLifeWearは、これからの時代に最も必要

とされる服です。上質な素材、洗練された美しくシンプルなデザイン、使いやすさ

を考えた細部へのこだわりなど、お客様のニーズを反映して進化し続けます。

LifeWear
 「MADE FOR ALL」の精神
Our MADE FOR ALL Ethos

1

信頼が支える「究極の普段着」
LifeWear: Built on Trust

2

 「新しい産業」が未来を変える
A New Industry of Growth and Sustainability

3

Our Philosophy
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1984年に「カジュアルウェアの倉庫」をコンセプトにした1号店を
広島市に出店。大成功を収めましたが、メーカーから商品を大量に
買い付け、低価格で販売する事業モデルは、2年で壁にぶつかりま
した。1987年から製造と小売りを直結し、お客様が本当に求める
商品をつくるSPA（製造小売業）へ転換。自社で生産管理から販売
までの工程を一貫して行うことで、品質を保ちながら価格を抑え、
新しい価値を創造する体制を確立しました。フリース、ヒートテック、
ブラトップなど、服の常識を変える商品の開発につながります。
「MADE FOR ALL」「お客様中心」「品質へのこだわり」「圧倒的な
陳列」など、ユニクロの基本が確立したのもこの時期です。

「お客様が買いたくなる店」を追求し、 
ユニクロ事業の基礎を確立

グローバルブランドになることをめざして、海外進出を本格化した
のが2005年です。2001年のロンドン出店は、オープン当初こそ 

にぎわったものの、間もなく売上は失速。悪戦苦闘が続いた海外 

事業でしたが、香港、上海での成功が大きな突破口となりました。 
「日本発」を掲げ、日本文化の魅力や、ユニクロの独自性を世界に発
信したことで、2006年のニューヨーク ソーホーのグローバル旗艦
店のオープンも大盛況。その成功によって、グローバル旗艦店戦略
の基礎が固まりました。2006年から2010年にかけて、ニューヨーク、
ロンドン、パリ、上海といった世界の大都市にグローバル旗艦店を
続々とオープンし、世界への道を切り開きました。

グローバルブランドをめざして
海外進出を本格化

2013年に、LifeWearという新しい服の概念を発表し、グローバル
化の加速と、服の常識を変える挑戦を開始しました。LifeWearは、
MADE FOR ALLの考え方を進化させ、商品としての服だけでなく、
服の生産工程、販売方法、販売後の服のあり方を含めた新しい産業
をめざしています。2016年から、真のLifeWearをつくり続けるため
の「有明プロジェクト」を開始。サプライチェーンを含む全社改革を
進めることで、お客様の声をもとに、お客様が本当に欲しい商品を、
必要なタイミングで、必要な量だけ生産・販売する情報製造小売業
の基盤を確立。第1から第3の創業期ごとに、売上はそれぞれ約3倍
と大きく成長し、世界中でLifeWearへの支持が広がりました。

LifeWearのコンセプトをもとに 

新しい産業をつくる

2005年  2012年 2013年  2022年 2023年   

2023年8月期に初めて、グループ全体に占める海外ユニクロ事業
の売上が5割を超えました。欧州と北米で事業を継続的に拡大する
基盤ができ、本当の意味でのグローバルブランドになる条件が整い
ました。近年、人々が服に求める基準は大きく変化し、LifeWearは
「新しい服のスタンダード」として認知され始めています。LifeWear

の潜在的な大きな可能性をさらに追求するために、第4創業期は 

これまで以上にグローバル展開に力を入れます。お客様の生活に
役立つ、真に価値のある商品を提供し、事業活動そのもので社会に
貢献し続けることで、いつでも、どこでも、誰でも、「ユニクロで買え
ば安心」という、世界で最も信頼されるブランドをめざします。

世界中のお客様に最も愛される 

グローバルブランドになる

1984年  2004年
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LifeWear
LifeWearのコンセプトが成長の源泉

本当に優れた服は、シンプルで機能的であり、お客様のために常に進化するべきだという創業の信念が、これまでの発展を支えてきました。

ファーストリテイリングの歩んできた道、そしてめざす未来についてお話しします。
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世界中で支持が広がる服
LifeWearは、現在27の国と地域で販売しています（2025年8 

月末時点）。多様な価値観を尊重し、世界中の国と地域の歴史や
文化に敬意を払い、そこで暮らす人々の生活に役立ち、より快適
にすることをめざして、服づくりをしています。一人ひとりの個性
を大切にして、お互いの考え方を尊重する。そんな風土の中から
「あらゆる人のための服」は生まれます。人々の生活スタイルの 

変化に伴い、着心地が良く、快適な服が選ばれるようになった 

ことで、LifeWearへの支持がグローバルで高まっています。これ
からも、世界中のより多くの人々に、より時代のニーズに合った
LifeWearをお届けしていきたいと思っています。

誰もが手に取りやすい価格の服
LifeWearは、お客様中心の発想からスタートしています。「お客様
にとって、適正な商品を、適正な時期に、適正な場所、適正な量、 
適正な価格で、最も便利かつ効率的な方法で、服をお届けする」 
ことを実現するために日々努力しています。商品をお求めになりや
すい価格でご提供するために、ベーシックな服だからこそできるこ 

とがあります。スケールメリットを活かすことで、最高級の素材を 

リーズナブルな価格で仕入れ、上質でありながら手に取りやすい価
格に抑えています。世界中のあらゆる人に気軽に購入していただく
ために、有明プロジェクトを推進し、サプライチェーンをはじめと 

する全社改革を実行していくことで、さらなる進化を続けていきます。

2322

Our MADE FOR ALL Ethos
「MADE FOR ALL」の精神
私たちがお届けするのは、誰もが欲しくなる本当に良い服です。

そこには「MADE FOR ALL」の精神が存在します。

人種や国籍、性別、職業などの概念を超えた、あらゆる人のための服をつくり続けます。

あらゆる人に選ばれる服
衣・食・住の一つである「衣＝服」は、世界中のあらゆる人の生活
に欠かせない、生活のインフラです。LifeWearがベーシックな 

服であるのは、服に個性があるのではなく、着る人に個性がある、
と信じているからです。着る人にとって、服は「部品」であり、自由
に組み合わせて着ていただきたいと考えています。LifeWearは、
つくり手ではなく、着る人の価値観からつくられる、新しい発想の
服です。ベーシックだからこそ、年齢や性別にかかわらず、国や地
域、時代を問わず、常に幅広い需要があります。安定的に多くの
お客様にお買い求めいただけるLifeWearは、より豊かで快適な
毎日をお届けすることをめざしています。

「MADE FOR ALL」とは
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「究極の普段着」とは

2524

取引先工場との信頼構築
私たちの最大の財産は、1987年に自社商品の企画・製造に取り
組み始めて以来、信頼できる取引先工場と構築してきた長年の
パートナーシップです。日本の繊維産業の優れた技術を受け継ぐ
専門家「匠」チームが、取引先工場に直接、技術指導を行い、生
産者との強い信頼関係を築きながら、品質向上に努めてきました。
取引先工場での安全管理体制の確立、品質の確保など、自社の
社員が自ら現場に入り込んで支援することは、Win-Winの関係
を築く上で欠かせません。商品の品質だけでなく、気候変動への
対応、人権尊重の取り組みなどでも協力し合い、一丸となって 

推進しています。

戦略的パートナーとの協力体制
LifeWearの強みの一つに、理念や志を共有する一流の企業や
個人との協力体制があります。例えば、素材開発の高い技術力を
もつ企業との協業により、新しい素材を開発することで、他社が
まねできない競争力のある商品をつくり出してきました。東レ株
式会社とは、2006年に「戦略的パートナーシップ」を締結し、ヒー
トテックをはじめ、エアリズム、リサイクルダウン、パフテックなど、
数多くのヒット商品を誕生させています。また、株式会社島精機
製作所のホールガーメント® 技術を活用したユニクロの3Dニッ
トや、世界的なデザイナーとのコラボレーション商品も、世界中
で多くのお客様に愛されています。

お客様中心の服づくり
LifeWearは、商品としての服そのものだけでなく、服を生産する
工程や販売方法、お客様がわくわくする購買体験、販売後の服の
リユースやリサイクル、アップサイクル（創造的再利用）までをも
含んだ「新しい産業」です。Eコマースと全世界で3,500を超える
店舗からの情報網を駆使して、お客様のニーズをいち早くつかみ、
お客様が本当に欲しいと思う商品を、企画・生産・販売しています。
お客様とダイレクトにつながり、双方向の緊密なコミュニケー 

ションを取ることで、お客様を起点とした商品づくりを実現して
います。こうした情報製造小売業の実現を通して、「究極の普段
着」であるLifeWearは生み出されています。

LifeWear: Built on Trust
信頼が支える「究極の普段着」
お客様のニーズをもとに商品を開発しています。 
取引先工場や素材メーカーとの協力体制によりLifeWearは生み出されています。
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A New Industry 
of Growth 
and Sustainability
「新しい産業」が未来を変える

LifeWearのコンセプトを基本に、商品としての服そのものだけでなく、服の生産から販売後のリサイクル、

アップサイクルにまで踏み込んだ、これまでにない「新しい産業」を創出します。

詳細はP.54～P.77をご覧ください。

2726

社会の持続的な発展に貢献
LifeWearのコンセプトを大切にした服づくりを追求し続けるこ
とは、サステナブルな社会への貢献と、事業の成長につながると
確信しています。
　「LifeWearを生み出す」過程では、お客様が本当に必要な商
品を、必要な数量だけつくり、販売し、無駄をできるだけ省く取り
組みを推進しています。生産から輸送、販売に至るまでのすべて
のプロセスで、温室効果ガスや廃棄物を排除した環境負荷の少
ないものづくりを実現し、人権にも配慮した、お客様に安心して
お買い求めいただけるサプライチェーンの構築をめざします。
　販売後の服にも責任をもち、リユース、リサイクル、アップサイ

クルなどを通して、「LifeWearを活かし続ける」ための新たなサー
ビスや技術の開発に取り組んでいます。また、複雑化する社会的
課題の解決に寄与するため、服を通じた社会貢献やダイバーシ
ティの取り組みをグローバルに拡大していきます。
　このような「服の循環経済」を実現することで、社会をより豊か
に、持続可能なものへと変えていきます。その根底には、「あらゆ
る人の多様性を尊重する」「コミュニティを支え社会に貢献する」
というLifeWearの価値観があります。私たちは、服のチカラで、
未来をより良いものへと変えていきます。

回収・分類生活

リユース

お客様

商品企画原材料調達

物流 店舗・Eコマース

LifeWearを活かし続けるLifeWearを生み出す

リサイクル

服以外への
リサイクル

再び資源になる

声を活かす

再び服になる

サプライチェーンを持続可能にする 地球規模で価値を循環させる

生産

あらゆる人の多様性を尊重する コミュニティを支え社会に貢献する

ファーストリテイリングのめざす
新しい服のビジネスモデル
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ユニクロが難民をはじめ、支援を必要と 
している世界中のコミュニティに、「ヒート
テック」などを寄付する「The Heart of 
LifeWear」。写真はベトナムでの取り組み。
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高い成長を維持するために、経営で
最も重視していることは何ですか？

ファーストリテイリングは、人が中心のピープルズカン

パニーです。創業者の柳井は、これまで多くの時間を人

材育成に投じており、我々が最も力を注ぐべきことも「人」

「従業員」だと認識しています。

　我々は、一枚一枚の服を一店舗一店舗で売って、 
積み上げていく商売です。不確実性が高まる世界で 

戦っていくには、あらゆる国・地域で、お客様に満足して

いただける店舗を、再現性をもって運営できる店長や

経営者を一人でも多く増やすことが、非常に重要です。

私は、世界中を飛び回って、常に現場を自分の目で確認

していますが、この数年で、各地の旗艦店店長がしっかり

成長し、経営人材の層が厚くなっていることに心強さを

感じます。

　我々の人材評価は、売上などの業績への貢献が半分、

残りの半分は、部下や後輩などの人材育成にどのよう

な貢献があったかに重点を置いています。ファースト 

リテイリングで長期的に働き、個人の成長が、会社の 

成長やお客様満足につながることをめざしています。 
そのためには、会社と個人との価値観の一致が欠かせ

ません。全世界の従業員が参加するFRコンベンション

やローカルコンベンション、さらには月度朝礼など、 
数多くの場を通じて、当社グループの理念と価値観を

共有し、「自分ごと」にする努力を続けています。

ファーストリテイリングCOOに就任後、
注力したい施策について教えてください。

世界中で、我々の会社とブランドのファンを、さらに増や

していくことです。当社の経営理念の第一条は、「顧客

の要望に応え、顧客を創造する経営」です。毎月、お客

様から数百万件のご要望やご不満を頂きますが、その

一つひとつにお応えしていくことが、次の成長につなが

ります。同時に、お客様の潜在的なニーズを掘り起こし、

顧客を創造することも重要です。2025年秋冬にヒット

したヒートテックカシミヤブレンドはその一例ですが、

こうした商品開発を、もっとスピード感をもって、広げて

いきたいと思います。今、ユニクロの商品は、日本だけ

でなく、海外でもよく売れています。人気商品は、世界中

どこでも同じですので、グローバルのお客様の声を 

もとに商品開発できることは、我々にとって大きなチャ

ンスです。

　また、今後の成長のカギになるのは、「個店経営」です。

欧米や国内ユニクロ事業の好調がそれを示しています。

チェーンストア経営から個店経営へ移行する過渡期に

ある中国大陸事業でも、成果が出始めているため、再成

長に向けてさらに推進していきます。

「個店経営」とは、
どのようなものなのでしょうか？

米国の東海岸と西海岸では、同じ時期でも売れる商品

が異なり、来店されるお客様の性質も違います。日本の

銀座と豊洲でも異なります。それぞれの店舗が、今、何

をすべきなのかを深く理解し、判断できるのは店長しか

いません。店長に、在庫や人材の育成・活用など、多く

の裁量を与え、お客様満足を追求するのが、私たちの

考える「個店経営」です。また店舗は、それぞれが地域

2025年4月に（株）ファーストリテイリンググループCOOに就任し、 

10兆円企業をめざして、より力強く、成長戦略を推進していく 

塚越大介に、今の思いを聞きました。

お客様満足を追求し、 
さらなる成長を実現

年2回、全世界の約4,500人のファーストリテイリンググループの従業員
が同時に参加する「FRコンベンション」。理念やビジョンを伝えるほか、
各地域の新人店長の任命セレモニーも行われています。

Q

Q

Q

柳井正がファーストリテイリングの理念や価値観を記した4冊。
これらを通して、理念を「自分ごと」化します。

L
ifeW

ear

を
世
界
に
届
け
る

株式会社ファーストリテイリング 取締役
グループ上席執行役員 COO
株式会社ユニクロ 代表取締役社長兼COO
ユニクロノースアメリカ CEO

塚越 大介

DAISUKE TSUKAGOSHI

3130

社会を構成する一員で、地域との融合や活性化といっ

た役割も、個店経営に期待することの一つです。

　2023年に、世界中の店舗やEコマースのSKU*単位

の売上、在庫、お客様の声など、すべての情報をリアル

タイムで可視化する仕組みを整えました。こうした仕組

みを活用し、同じ志をもつ従業員と共に、お客様に向き

合った商売を実行し、個店経営を実現していきます。

*Stock Keeping Unit：在庫管理を行う時の最小管理単位

COOインタビュー







https://www.uniqlo.com/jp/ja/livestation/recommend




















https://www.uniqlo.com/jp/ja/search?q=%E3%83%AA%E3%82%B5%E3%82%A4%E3%82%AF%E3%83%AB%E7%B4%A0%E6%9D%90








https://www.uniqlo.com/jp/ja/contents/sustainability/planet/clothes_recycling/re-uniqlo/






https://youtu.be/Q_38g8RYsJE


https://www.fastretailing.com/jp/about/governance/corpgovenance.html
https://www.fastretailing.com/jp/about/governance/corpgovenance.html#:~:text=%E3%83%9A%E3%83%BC%E3%82%B8%E3%83%88%E3%83%83%E3%83%97%E3%81%B8-,%E5%90%84%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A%E3%81%AE%E5%BD%B9%E5%89%B2%E3%81%A8%E6%B4%BB%E5%8B%95,-%E4%BA%BA%E4%BA%8B%E5%A7%94%E5%93%A1%E4%BC%9A




















https://www.fastretailing.com/jp/sustainability/report/data.html
https://www.fastretailing.com/jp/ir/mail/
https://www.fastretailing.com/jp/ir/
https://www.fastretailing.com/jp/sustainability/
https://www.fastretailing.com/jp/sustainability/report/evaluation.html

